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1.എܠ
　2008年3月に「福岡県がん対策推進計画」が策
定され，この中でがん検診受診の目標値として
2012年度末までに受診率50% 以上達成が掲げら
れている．しかし，福岡県下での，子宮がん検診
受診率は2011年度で20.3% である．さらに，福岡
市で子宮癌検診率を見た場合には，19.6% と全国
平均の23.8% を大きく下回る1）．また，現在の在

学生で1992年～1994年生まれの学生は，HPV ワ
クチン公費補助開始時には，既に対象外の年齢で
あり，ワクチンの接種や十分な子宮頸がん予防教
育を受けていない可能性が高い．1992年～1994年
生まれの大学生を対象にした子宮頸がん予防教育
と検診受診行動の促進が喫緊の課題であると考え
た．
　我々は福岡市，福岡市南区保健所，日本臨床細
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胞学会福岡県支部と協力し，本学学園祭に検診車
を招請し，学生に受診機会を提供した．その上で，
若い人達の検診受診率を向上するための方策を考
えた．

ಈ׆໤ܒ਍ड਍ݕΜ͕ܱٶࢠ.�
　子宮頸がん検診への啓蒙活動として，2011年度
より「子宮の日」の活動を純真学園キャンパス内
で行い，その際に子宮頸がんとはどういう病気か，
子宮頸がん検診を受診する意義等を記載したパン
フレットを配付した．
　2011年度には大学サークルである「ピアエディ
ケーション」の学生達が主体となり，子宮頸がん
や子宮頸がん検診についての様々なアンケートを
実施した．アンケートは無記名自記式を配付し，
解答は任意であること，匿名であること，プライ
バシーは保護されること，学術以外には使用しな
い事を口答で説明を行った．アンケートの回収を
もって同意が得られたものとした．アンケートの
対象者は，純真学園大学1年生，純真短期大学1，
2年生でいずれも18歳～19歳が大部分を占める296
人であった．アンケートの結果（図1～8参照）で
は，Human papillomavirus（以下 HPV ）ワクチン

について，「ワクチンの存在を知っている」が
65.2% （193/296），「ワクチンの接種を受けていな
い」が98.3% （291/296），また，HPV についでは，「一
度でもセックスの経験がある女性であれば，感染
する可能性がある」が64.5% （191/296），子宮頸
がんについては，「名前は知っているが，どんな
病気か知らない」が46.2% （137/296），「HPV が
原因である」が39.3% （136/296），「20代，30代の
若い女性に増えている」が70.6% （209/296），子
宮頸がん検診については，「検診の存在を知って
いる」が78.7% （233/296），「検診を受診したこと
がある」が3.0% （9/296）であった．
　また，子宮頸がんを受けていない理由では，「お
金がもったいない又は費用が判らない」が11.1%
（33/296）や「検診の行き方が判らない」が13.2%
（39/296）などの解答が比較的高かった．
　HPV の感染と子宮頸がんの関係について，河
合ら2）の報告では17.9% が関与を知っているで
あったが，本学アンケートでは39.3% と比較的認
知度が高かった．本学ではアンケートの対象者に
医療系の学生が含まれていたことが理由として考
えられる．
　また，過去に行われた同様のアンケートでは，
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2008 年 3 ᭶に「福岡┴がん対⟇推㐍ィ⏬」が⟇

定され‚この中でがん検診受診の┠標್として
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診率は 2011 年度で 20.3％である.さらに‚福岡市
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招請し‚学生に受診ᶵ会を提供した.その上で‚若

い人㐩の検診受診率をྥ上するための方⟇を考え

た. 
 
 

2.子宮㢁がん検診受診ၨⵚά動 
子宮頸がん検診へのၨⵚά動として‚2011 年度

より「子宮の日」のά動を純真学園࢟ࣕンパス内

で行い,その㝿に子宮頸がんとはどういう⑓Ẽか‚  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

子宮頸がん検診を受診する意⩏➼をグ㍕したパン

 ．ットを㓄௜したࣞࣇ
2011 年度には大学サークルである「ピアエディ

ケーション」の学生㐩が୺体となり‚子宮頸がんや

子宮頸がん検診についての様ࠎなアンケートを実

施した．アンケートは無グྡ自グᘧを㓄௜し,解答

は௵意であること,༏ྡであること,ࣛࣉイバシー

は保護されること,学⾡௨እには౑用しない事を

口答で説明を行った.アンケートの回཰をもって

同意がᚓられたものとした.アンケートの対象者

は,純真学園大学 1 年生‚純真▷期大学 1㸪2 年生で

いࡎれも 18 ṓ㹼19 ṓが大㒊分を༨める 296 人で

あった．アンケートの結果(図 1㹼8 ཧ↷)では‚

Human papillomavirus（௨下 HPV）࣡クࢳンに

ついて‚「࣡クࢳンのᏑᅾを知っている」が 65.5％
（193/296）‚「࣡クࢳンの᥋✀を受けていない」

が 98.3％（291/296）‚また‚HPV についでは‚「୍

度でもࢭックスの⤒験がある女性であれࡤ‚感染

するྍ⬟性がある」が 63.5％（191/296）‚子宮頸

がんについては‚「ྡ前は知っているが‚どんな⑓

Ẽか知らない」が 46.2％（137/296）‚「HPV がཎ

因である」が 39.3％（136/296）‚「20 ௦‚30 ௦の

若い女性にቑえている」が 70.6％（209/296）‚子

宮頸がん検診については‚「検診のᏑᅾを知ってい

る」が 82.3％（233/296）‚「検診を受診したこと

がある」が 3.0％（9/296）であった. 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ਤ1.ワΫνϯのଘࡏΛ஌͍ͬͯ·
͔ͨ͠ɻʢO����ʣ

ਤ�.͋ͳͨ͸ワΫνϯΛ઀種ͯ͠
͍·͔͢ɻʢO����ʣ

ਤ�.)17͸Ұ౓Ͱ΋ηοΫεの͕ݧܦ
͋Ε͹ɼײછ͢ΔՄೳ͕͋Δ͜ͱ
Λ͍ͬͯ͠·͔͢ɻʢO����ʣ

1.⫼ᬒ 
2008 年 3 ᭶に「福岡┴がん対⟇推㐍ィ⏬」が⟇

定され‚この中でがん検診受診の┠標್として

2012 年度末までに受診率 50％௨上㐩ᡂがᥖࡆら

れている.しかし‚福岡┴下での‚子宮がん検診受

診率は 2011 年度で 20.3％である.さらに‚福岡市

で子宮⒴検診率を見た場合には‚19.6％と඲ᅜ平

ᆒの 23.8％を大きく下回る 1）.また‚⌧ᅾのᅾ学生

で 1992 年㹼1994 年生まれの学生は‚HPV࣡クࢳン

බ費⿵ຓ㛤ጞ時には‚᪤に対象እの年㱋であり‚࣡

クࢳンの᥋✀や༑分な子宮頸がんண㜵教⫱を受け

ていないྍ⬟性が高い. 1992年㹼1994年生まれの

大学生を対象にした子宮頸がんண㜵教⫱と検診受

診行動の促㐍がႚ⥭のㄢ㢟であると考えた. 

ᡃࠎは福岡市‚福岡市南区保健所‚日本⮫ᗋ細胞

学会福岡┴ᨭ㒊と༠ຊし‚本学学園祭に検診車を

招請し‚学生に受診ᶵ会を提供した.その上で‚若

い人㐩の検診受診率をྥ上するための方⟇を考え

た. 
 
 

2.子宮㢁がん検診受診ၨⵚά動 
子宮頸がん検診へのၨⵚά動として‚2011 年度

より「子宮の日」のά動を純真学園࢟ࣕンパス内

で行い,その㝿に子宮頸がんとはどういう⑓Ẽか‚  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

子宮頸がん検診を受診する意⩏➼をグ㍕したパン

 ．ットを㓄௜したࣞࣇ
2011 年度には大学サークルである「ピアエディ

ケーション」の学生㐩が୺体となり‚子宮頸がんや

子宮頸がん検診についての様ࠎなアンケートを実

施した．アンケートは無グྡ自グᘧを㓄௜し,解答

は௵意であること,༏ྡであること,ࣛࣉイバシー

は保護されること,学⾡௨እには౑用しない事を

口答で説明を行った.アンケートの回཰をもって

同意がᚓられたものとした.アンケートの対象者

は,純真学園大学 1 年生‚純真▷期大学 1㸪2 年生で

いࡎれも 18 ṓ㹼19 ṓが大㒊分を༨める 296 人で

あった．アンケートの結果(図 1㹼8 ཧ↷)では‚

Human papillomavirus（௨下 HPV）࣡クࢳンに

ついて‚「࣡クࢳンのᏑᅾを知っている」が 65.5％
（193/296）‚「࣡クࢳンの᥋✀を受けていない」

が 98.3％（291/296）‚また‚HPV についでは‚「୍

度でもࢭックスの⤒験がある女性であれࡤ‚感染

するྍ⬟性がある」が 63.5％（191/296）‚子宮頸

がんについては‚「ྡ前は知っているが‚どんな⑓

Ẽか知らない」が 46.2％（137/296）‚「HPV がཎ

因である」が 39.3％（136/296）‚「20 ௦‚30 ௦の

若い女性にቑえている」が 70.6％（209/296）‚子

宮頸がん検診については‚「検診のᏑᅾを知ってい

る」が 82.3％（233/296）‚「検診を受診したこと

がある」が 3.0％（9/296）であった. 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ਤ�.ٶࢠᰍ͕ΜΛ஌͍ͬͯ·͔͢ɻʢO����ʣ ਤ�.ٶࢠᰍ͕Μʹ͍ͭͯ஌͍ͬͯΔ͜ͱʹ͍ͭͯ
ɹɹɹʢOʹ����ෳ਺ճ౴Մʣ

5-2-p135-139nakano-cs6.indd   136 2015/03/24   11:07:28



137大学学園祭を活用した検診車による子宮頸がん検診の試み

検診を受けない理由として，羞恥心や忙しくて時
間が取れないが多く報告されている3）－4）が，野口
ら5）の報告では「どうしたら検診を受けられるか
分からない（22.7% ）」，「費用（20.9% ）」が比較
的高い回答率であった．この野口らの報告と本学
で実施したアンケートは同様の結果で有り，医療
系の大学という要因が関係していることが推察さ
れた．

਍ंΛট੥͢Δ·Ͱݕ.�
　2011年度の子宮頸がん検診のアンケートを分析
した結果，若年者の検診行動を促すためには「検
診場所を提供し，費用も明確にする」ことが重要
と考えられた．そこで，検診を大学構内で実施す
ること，また，検診費用を無料にすることで，学
生の検診への受診行動を促すことが出来るのでは
ないかと考えた．検診場所として大学構内は「検
診車」の案が提案され，福岡市，福岡市南区保健
所との折衝の末，2012年度の純真学園大学学園祭
で，検診車の招請が決定した．
　学園祭までにピアエディケーションサークルを

中心に，看護学科・検査科学科・医療工学科の教
員のアドバイスの下，子宮頸がんに関する定期的
学習会である「女子大生リボンムーブメント」と
の意見交換会で学生が発信したい情報を明確化す
ること，婦人科クリニックの見学で，実体験に基
づいた情報の共有を行った．
　学園祭当日は，検診を受診する学生の為に，事
前に検診車の見学を実施，検診の時間と平行して
婦人科医師による講演会，女子学生らが自ら検診
の重要性について調べた発表を行った．また，学
生が作製した子宮頸がんの発がんメカニズムと
HPV の関連についてのパネルを展示し，がん患
者の実話ビデオ上映をおこなった．この他に，細
胞診標本を供覧し（図9），がん細胞について細胞
検査士が説明を行った．
　2013年度は検診と子宮頸がんに関するポスター
掲示，子宮頸がんに関連する市民公開講座と同時
に開催し，2014年度は検診と子宮頸がんに関する
ポスター掲示を行った．
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人科医師による講演会‚女子学生らが自ら検診の

重要性について調べた発表を行った.また‚学生が

作製した子宮頸がんの発がんメカニズムと HPV
の関連についてのパネルを展示し‚がん患者の実

話ビデオ上映をおこなった.この他に‚細胞診標本

を供覧し（図 8）‚がん細胞について細胞検査士が

説明を行った. 
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習会である「女子大生リボンムーブメント」との
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こと‚婦人科クリニックの見学で‚実体験に基づい

た情報の共有を行った. 
学園祭当日は‚検診を受診する学生の為に‚事前

に検診車の見学を実施‚検診の時間と平行して婦

人科医師による講演会‚女子学生らが自ら検診の

重要性について調べた発表を行った.また‚学生が

作製した子宮頸がんの発がんメカニズムと HPV
の関連についてのパネルを展示し‚がん患者の実

話ビデオ上映をおこなった.この他に‚細胞診標本

を供覧し（図 8）‚がん細胞について細胞検査士が

説明を行った. 
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ͯͬͨ͋ʹΔ͢ࢪ਍Λ࣮ݕ.�
　検診を行う際に特に注意する点として1）検診
には女性医師を配置すること2）検診に使用する
器具は痛みの少ないものを使用すること3）問診
を含めて検診会場では最大限にプライバシーに配
慮することなどが申し合わされた（図10）．この
他に，検査に対する「不安」や「恥ずかしさ」へ
の配慮として，1）待ち時間を少なくするために，
検診は検診車2台で行う（図11），2）女性医師2名
を配置する，3）検査手順パネルを用いた検診の
説明，検診車内の見学，4）問診票と口頭での説
明による受診の意思決定支援，5）検診車入口に
サポートスタッフの配置，6）友達同士などの小
グループ単位での検診受診勧奨，7）ピアエディ
ケーションサークルのメンバーが検診への参加し，
他の学生への情報提供を行う等も行った．さらに，
検診事業者が受診者へ配慮した点としては，1）
新しい検診車を配置する，2）女性婦人科医師を
配置する，3）採取器具は，対象が学生である事
を考慮し，びらん・出血・痛みへの対応を含めて
小型で柔らかいブラシを使用する，4）検診車内
を見学してもらい，検査手順を説明する，5）質
問等に返答して不安を取り除き，検査の意義を伝
える，6）初回受診者・性行為未経験者がいるこ
とを考慮し，検診の意義とリスクを説明するため
の文書を設け，問診時に説明し，内容を理解した
うえで，あらためて受診を希望するか否かを選択
する機会を設ける，などを行った．

਍݁Ռݕ.�
　2012年度87名（うち本学学生65名），2013年度
63人（うち本学学生50人），2013年度70人（うち
本学学生57人）で，近隣住民や他大学学生の受診
もあった．このうち，学生受診者での要再検者数
は，24年度2名，25年度1名，26年度1名であった．
検診受診の際に実施したアンケートでは，検診受
診を決定した要因として，「女性医師とわかった
から」「無料だったから」「一緒に受ける友達がい
たから」「産婦人科に行く必要がないから」など
が比較的高い回答であった．
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࡯ߟ.�
　大学学園祭で検診車を招請するという，全国で
初めての試みを行った．3年間で170人もの本学の
学生が子宮頸がん検診を受診したことは，若年層，
特に検診対象者が20歳前後であれば，大きな成果
が期待できると考える．
　これまで，女子大学生の子宮頸がん検診に対す
る意識行動を調べた報告はある2）－7）が，具体的な
実施には至っていなかったことから，本学の試み
は，若年者の子宮頸がん検診の具体的な実施方法
として，全国の大学・短期大学に拡大することが
望まれる．検診後のアンケート結果として，「無
料だったから」，「産婦人科に行く必要がないから」
などは我々が受診行動を促すポイントと考えてい
た点と合致しており，これらを解消したことが受
診行動に結びついたと考えた．また，受診行動に
関係する要因として「一緒に受ける友達がいたか
ら」は大学構内で検診を実施するからこそ可能な
状況だと考える．今回，検診対象が20歳前後大学
生の検診受診者の中からも要再検者が出たことか
ら，大学生を対象にした子宮頸がん検診は有効で
あると考える．
　若い世代，特に女子大生の子宮頸がん検診の受
診率向上の為には，身近な場所で受診機会を作る
こと，検診の意義等を十分に理解してもらうこと
が受診に繋がると考える．

�ޠ݁.�
　今後とも，子宮頸がん検診について，受診する
場所・機会を学生の身近に提供することで，若い
世代の検診受診率を少しでも向上させたいと考え
る．
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